
２　個別事業評価調書

事業期間

総事業費 710 本年度事業費 710 交付金交付額 355

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

　林道神山線沿いの湧水から農業用水を確保しているが、林道排水施設の一部を利用し必要な農地まで用
水を送っている。しかし、林道排水施設（鋼製フリューム（水路式側溝））が腐食により漏水し、基礎部が洗掘さ
れ、このまま放置しておくと水路自体が落ち込んで継部等が外れ、水路機能を完全に失う状況であり、これを
解消するため、コンクリートフリュームにより改修し、農業用水の安定供給を図り、不耕作農地の防止する必要
がある。

農業用水の安定供給を図れ、不耕作農地の防止が図れた。

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

農地への農業用水の安定供給及び適正な道路の維持管理が図られた。

具体的な成果
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団体名：伊根町

耕作放棄予防対策事業

　林道神山線沿いの湧水から農業用水を確保しているが、林道排水施設の一部を利用し必要な農地まで用
水を送っている。しかし、林道排水施設（鋼製フリューム（水路式側溝））が腐食により漏水し、基礎部が洗掘さ
れ、このまま放置しておくと水路自体が落ち込んで継部等が外れ、水路機能を完全に失う状況であり、これを
解消するため、コンクリートフリュームにより改修し、農業用水の安定供給を図り、不耕作農地の防止を図るた
め、事業を実施する。

　側溝工　L=59.5ｍ
　集水桝　2基

平成20年12月12日～平成20年12月28日

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性


